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安全情報の表示について安全情報の表示について安全情報の表示について安全情報の表示について

当社では人身事故や財産の損害を避けるため危険の程度に応じて下記のようなシグナルワードを用

いて安全に関する情報を提供しています。記述内容を十分理解して機器を操作するようにしてくださ

い。（下記の表記およびシンボルは，そのすべてが本器に使用されているとは限りません。また外観

図などが本書に含まれるとき製品に張り付けたラベルなどが，その図に記入されていない場合がありま

す。）

説明書中の表示について説明書中の表示について説明書中の表示について説明書中の表示について

回避しなければ死亡または重傷に至る切迫した危険状況があることを警告しています。危険危険危険危険

回避しなければ死亡または重傷に至る可能性がある潜在的危険について警告しています。
警告警告警告警告

注意注意注意注意 回避しなければ軽度または中程度の人体の傷害に至る可能性がある潜在的危険または物的損害

の発生のみが予測されるような危険状況について警告しています。

機器に表示または説明書に使用されるシンボルについて機器に表示または説明書に使用されるシンボルについて機器に表示または説明書に使用されるシンボルについて機器に表示または説明書に使用されるシンボルについて

機器の内部や操作箇所の近くに，あるいは説明書に安全上あるいは操作上の注意を喚起するための表示が

あります。これらの表示に使用しているシンボルの意味についても十分理解して注意に従ってください。

禁止行為を示します。丸の中や近くに禁止内容が書かれています。

守るべき義務的行為を示します。丸の中や近くに守るべき内容が書かれています。

警告や注意を喚起することを示します。三角の中や近くに，その内容が書かれています。

注意すべきことを示します。四角の中にその内容が書かれています。

このマークを付けた部品がリサイクル可能であることを示します。
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商　標商　標商　標商　標

Microsoft，MS-DOS，Windowsは米国Microsoft Corporationの米国および，その
他の国における登録商標です。

PathWay Runtime，および PathWay Accessは米国Attachmate Corporationの米
国および，その他の国における登録商標です。
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1.1 製品概要製品概要製品概要製品概要

ETHERNETオプション（以下，本オプション）は，MP1632C 3.2G ディジタルデータアナライザ（以
下，本体）のオプションです。本オプションを装着することで，本体を 10Mビット／秒のイーサネット
により LAN接続することができます。
本オプションは IEEE802.3に準拠しており，TCP/IPプロトコルによるデータ通信を可能にします。

本オプションにより，本体を LANにつないで下記の機能を実現できます。

イーサネットインターフェースによるリモート制御イーサネットインターフェースによるリモート制御イーサネットインターフェースによるリモート制御イーサネットインターフェースによるリモート制御

LAN上の任意の PCをコントローラとして，GPIBインタフェース，RS-232Cインタフェースを用
いたリモート制御と同様，測定器のリモート制御が可能です。

測定器制御アプリケーション側の設定に関しては，MP1632C 添付のリモートコントロール取扱説
明書「2.3 Ethernetインタフェース」をご覧ください。

FTPFTPFTPFTPによるファイル転送によるファイル転送によるファイル転送によるファイル転送

　FTPクライアント，FTPサーバーソフトウェアが本体にインストールされます。これらを用いて本
体と LAN上の PCとの間で，パターンファイルや設定保存ファイルを転送することができます。
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1.2 取扱説明書構成取扱説明書構成取扱説明書構成取扱説明書構成

本取扱説明書は下表に示す全 4章から構成されています。

表表表表 1111----1111　説明書構成　説明書構成　説明書構成　説明書構成

章番号章番号章番号章番号 説明説明説明説明

第 1章　概要 製品概要，取扱説明書の構成，機器構成

第 2章　ネットワークへの接続方法 ネットワークへの接続方法，ネットワーク接続に必要な各種パラメ

ータの設定方法，ネットワークへの接続試験方法

第 3章　FTP FTPサーバおよび FTPクライアントの操作方法

第 4章　再インストールの方法 リカバリソフトウェアの操作方法

1.3 機器構成機器構成機器構成機器構成

本器の標準構成は下表のとおりです。

表表表表 1111----2222　標準構成　標準構成　標準構成　標準構成

項目項目項目項目 形名形名形名形名・記号・記号・記号・記号 品　　名品　　名品　　名品　　名 数量数量数量数量 備　考備　考備　考備　考

機器の構成 MP1632C*02 イーサーネット LANアダプタ 1 本体装着済み

添付品 Z0398/Z0538 ETHERNET Installation DISK 4 イーサカードが 3 comCE
の場合 Z0538となる

W1861AW ETHERNET 取扱説明書 1

本オプションの交換はお客様自身で行わないでください。交換は当社サービス部門にて行いますので，

最寄りの当社営業所又は代理店へお申し付けください。負傷，または死につながる感電事故を引き起こ

すおそれがあります。

警告警告警告警告
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第第第第 2章　ネットワークへの接続方法章　ネットワークへの接続方法章　ネットワークへの接続方法章　ネットワークへの接続方法
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2.1 ケーブル接続ケーブル接続ケーブル接続ケーブル接続

図 2-1 に示すように，シールドなしツイストペアケーブルの一端を背面パネルのイーサーネットコネク
タに，もう一端を 10BASE-Tハブに接続してください。RJ-45コネクタは，正しい方向に「カチッ」と
いう音がするまで差し込んでください。

ツイストペア ケーブル

RJ-45ジャック

ハブ

図図図図 2222----1111　ケーブル接続　ケーブル接続　ケーブル接続　ケーブル接続

NoteNoteNoteNote

測定器からハブまでの距離が 100 m（328フィート）以内になるように配線してください。
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2.2 ネットワーク設定手順ネットワーク設定手順ネットワーク設定手順ネットワーク設定手順

2.2.1はじめにはじめにはじめにはじめに

本オプションにより LAN接続された測定器は，LAN上の PC やネットワークプリンタなどと同列な 1
ノードとして振る舞います。このため，測定器が接続される LAN環境に合わせた設定が必要です。本オ
プション出荷時にはこのような設定がなされていませんので，本節で説明する手順に従ってユーティリ

ティプログラムを起動し，各種設定を行ってください。

なお，ユーティリティプログラムは本取扱説明書で説明する以外の設定項目も含みます。そのような設

定についてはオンラインヘルプを参照し，ネットワーク管理者の承認のもとで設定を行ってください。

以下，本取扱説明書で説明する設定項目を列挙します。

1)  User nameUser nameUser nameUser name
ユーザを特定するための名前です。

2)  Computer nameComputer nameComputer nameComputer name
ネットワーク上で測定器を特定するための名前です。ホスト名ともいいます。ホスト名は LAN上で
他のホストと重複しない名前にする必要があります。測定器のホスト名割り当てについてはネット

ワーク管理者にお尋ねください。また，DNS（Domain Name Server：後述）をお使いのネットワ
ークの場合，DNSサーバーに登録されたホスト名を正確に入力してください。

3)  Domain nameDomain nameDomain nameDomain name
組織内における，個々のネットワークに付けられた名前です。ドメイン名の最後にはトップレベル

インターネットドメイン名がピリオドで連結されます。たとえばドメイン名 Anritsu.comはトップ
ドメイン comに属するAnritsuという会社のドメイン名です。

4)  IP addressIP addressIP addressIP address
Internet Protocol(IP)におけるアドレスです。インターネット上に存在するすべてのホストは IPア
ドレスが割り当てられている必要があります。また，IPアドレスの重複は許されません。

5)  Subnet maskSubnet maskSubnet maskSubnet mask
測定器のつながっているサブネットワークに割り当てられたサブネットマスクです。サブネットマ

スクの値は LANがどのように構成されているかに依存します。詳しくはネットワーク管理者にお尋
ねください。

6)  DNS(Domain Name System)DNS(Domain Name System)DNS(Domain Name System)DNS(Domain Name System)
インターネット上で，あるノードを指定するためには IPアドレスで指定しますが，数値の集合であ
る IPアドレスは記憶しづらいものです。DNSはホスト名を IPアドレスに変換するための仕組みで
す。この役目を果たすものにはHostsファイルと，DNSサーバーがあります。Hostsファイルはロ
ーカルのハードディスクにある，ホスト名と IP アドレスの変換テーブルです。DNS サーバーはネ
ットワーク上におかれたDNS専用のホストで，IPアドレス-ホスト名の変換テーブルをネットワー
ク上で一括して管理します。
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2.2.2設定手順設定手順設定手順設定手順

1. 測定器の電源を入れます。

2. 測定器の制御アプリケーションが起動しますので，Fileメニューから Exitを選択して制御アプ
リケーションを終了してください。

3. プログラムマネージャより，「PathWay Runtime」グループを開いてください。

図図図図 2222----2222　　　　PathWay RuntimePathWay RuntimePathWay RuntimePathWay Runtimeグループグループグループグループ

4. 「Config」アイコンをダブルクリックしてください。ネットワーク設定ユーティリティプログ
ラムが起動します。

図図図図 2222----3333　ネットワーク設定ユーティリティ　ネットワーク設定ユーティリティ　ネットワーク設定ユーティリティ　ネットワーク設定ユーティリティ((((Config)Config)Config)Config)起動画面起動画面起動画面起動画面

5. 図 2-3 中の矢印のアイコンをダブルクリックしてください。設定用のダイアログボックスが開
きます。
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6. インタフェース設定を行うために，図 2-4中の矢印のアイコンをクリックしてください。

図図図図 2222----4444　　　　Modify InterfaceModify InterfaceModify InterfaceModify Interfaceダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス(Interface)(Interface)(Interface)(Interface)

お客様の環境に合わせて，表 2-1に示すパラメータを設定してください。なお，各設定に関し
ては本器を接続するネットワークのネットワーク管理者とご相談ください。

表表表表 2222----1111　　　　Interface SettingInterface SettingInterface SettingInterface Setting設定項目設定項目設定項目設定項目

設定フィールド設定フィールド設定フィールド設定フィールド 概要説明概要説明概要説明概要説明

Enable DHCP/BOOTP check box 使用しません。OFF（未チェック状態）のままにしてください

Username: text box Username は本器を示すアカウント名となります。本器にログイ
ンする際に使用するアカウント名を入力してください。

スペースを含まない 256文字以内としてください。

Computer name: text box IPアドレスと対応づけられた，機器の固有名です。ホスト名は本
器に対して割り当てられたユニーク（固有）なものを付ける必要

があります。

スペースを含まない 256文字以内としてください。

Domain Name: text box 本器が接続されているネットワークのドメイン名を入力してくだ

さい。

29文字以内としてください。

IP Address: text box お客様のネットワーク上で割り当てられた，本器の IPアドレスを
入力してください。IPアドレスは 32ビット値を 8ビットずつ，4
つの 10 進数に分け，セパレータ(. )で区切って表記します。図中
の例では 123.123.123.123のアドレスを入力しています。

Subnet mask: text box 本器が接続されるネットワークのサブネットマスクを入力しま

す。フォーマットは IPアドレスと同様です。サブネットマスクは
接続するネットワークのクラスによって異なります。
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7. DNSの設定を行うために，図 2-5中の矢印のアイコンをクリックしてください。

図図図図 2222----5555　　　　Modify InterfaceModify InterfaceModify InterfaceModify Interfaceダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス(DNS)(DNS)(DNS)(DNS)

Hostsファイルをお使いの場合は，Hosts file directoryグループボックス内でHostsファイルの存在す
るディレクトリを指定してください。

DNSサーバーお使いの場合は，DNS Serversグループボックス内，左側のテキストボックスにDNSサ
ーバーの IP アドレスを入力し，「Add->」ボタンを押してください。DNS サーバーは複数登録できま
す。

DNSサーバーを削除するためには，DNS Serversグループボックス内，右側のリストボックス内のDNS
サーバーの IPアドレスをクリックして反転し，「<-Remove」を押してください。
DNS Serversグループボックス内のDNS Search Orderの意味は下記のとおりです。

 DNS only
ホスト名を IPアドレスに変換するのにDNSサーバーのみを使用します。

 DNS then HOSTS file
まずDNSサーバでホスト名を検索し，見つからなかった場合はHostsファイルを検索します。

 HOSTS file only
ホスト名を IPアドレスに変換するのにHostsファイルのみを使用します。

 HOSTS file then DNS
まず HOSTS ファイルでホスト名を検索し，見つからなかった場合は DNS サーバーを検索しま
す。

8. すべての設定が終わったら，OKボタンを押して Modify Interfaceダイアログボックスを閉じ
てください。

9. Fileメニュー（図 2-3）より Exitを選択して設定ユーティリティを終了してください。終了時
「Save Changes to C:＼PATHWAY＼TWGTCP.INI ?」というメッセージが出ますが，OKボ
タンを押してください。さらに Windows に再起動を促すメッセージが出ますが，「Restart
Windows」ボタンを押してください。

10. Windowsが再起動し，本節で行った設定が有効となった状態で，測定器制御ソフトウェアが起
動します。
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2.3 動作確認動作確認動作確認動作確認

2.3.1はじめにはじめにはじめにはじめに

ここでは，「2.2ネットワーク設定手順」に従って行った設定が正しいことを確認するためのユーティリ
ティ，PINGの操作方法について説明します。
PINGは指定ホストに対してメッセージを送信し，その返答を受信します。

2.3.2 PINGの起動の起動の起動の起動

1. 測定器の電源を入れます。

2. 測定器の制御アプリケーションが起動しますので，Fileメニューから Exitを選択して制御アプ
リケーションを終了してください。

3. プログラムマネージャより，「PathWay Runtime」グループを開いてください。

図図図図 2222----6666　　　　「「「「PathWay RuntimePathWay RuntimePathWay RuntimePathWay Runtime」グループ」グループ」グループ」グループ

4. 「Ping」アイコンをダブルクリックしてください。PINGが起動します。

図図図図 2222----7777　　　　PINGPINGPINGPING起動画面起動画面起動画面起動画面

5. まず自分自身にデータを送信します。起動画面上部に測定器自身の IP アドレスを入力して，
Startボタンを押してください。テストの終了に合わせてアニメーションが終了します。

6. 結果を見るためには Resultボタンを押してください。
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図図図図 2222----8888　結果表示画面　結果表示画面　結果表示画面　結果表示画面

5回分のテスト結果が表示されます。Hostname欄は DNSによるホスト名-IPアドレス変換の結果
を表します。DNS設定あるいはドメイン名設定に不備がある場合，もしくは DNSを使用していな
い場合に「Not Resolved」がレポートされます。Time欄には応答時間が表示されます。
OKボタン上部のメッセージが「0% lost」になっていれば成功です。
メッセージがいくつかロスしてしまう場合は，メッセージ間のインターバルが小さすぎる可能性が

あります。起動画面（図 2-7）のOptionメニューから，「Delay Between each Ping」を選択して
インターバル時間を設定してください。

7. 次に LAN上の任意のホストに対して送信テストを行ってください。

8. DNSの試験をする場合は，まず，optionメニューより，「Resolve IP Addresses」をチェック
してください。次に任意のホストのホスト名を，IPアドレスの代わりに入力して送信テストを
行ってください。

送受信に失敗した場合は，ネットワーク設定に何らかの不都合があることを示しています。ネットワー

ク管理者に確認の上，再度ネットワーク設定を行ってください。また，自分自身に対してテストが失敗

した場合はETHERNETボードの故障の可能性があります。「2.4自己診断」で説明する手順に従って，
自己診断を行ってください。
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2.4 自己診断自己診断自己診断自己診断

2.4.1はじめにはじめにはじめにはじめに

自分自身に対して PINGが失敗した場合，ETHERNETボードの故障に可能性があります。この場合，
本説で説明するETHERNETの自己診断機能を利用して，ETHERNETボードに異常がないか確認して
ください。

2.4.2自己診断手順自己診断手順自己診断手順自己診断手順

1. 「2.1ケーブル接続」に従って，ケーブルの両端を接続してください。

2. 測定器の電源を入れます。

3. 測定器の制御アプリケーションが起動しますので，File メニューより「Exit」を選択して，制
御アプリケーションを終了してください。

4. プログラムマネージャの Fileメニューより「Exit Windows」を選択して，Windowsを終了し
てください。メニュー画面が表示されます。

図図図図 2222----9999　メニュー画面　メニュー画面　メニュー画面　メニュー画面

5. パネルキーの 6を押して自己診断を起動してください。
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6. ここでイーサカードの裏を確認し，図のように 3 comCE と記述されていない場合は A へ，記
述されている場合は Bへ進んでください。

図図図図 2222----10101010　イーサカード　イーサカード　イーサカード　イーサカード

A. 3 comCEと記述されていない場合

図図図図 2222----11111111　自己診断メインメニュー画面　自己診断メインメニュー画面　自己診断メインメニュー画面　自己診断メインメニュー画面

1. 矢印キーを使って画面右上部のメニューより，「Adapter Basic Diagnostics」を選択して，Enter
キーを押してください。自己診断が始まります。



15

図図図図 2222----12121212　自己診断画面　自己診断画面　自己診断画面　自己診断画面

NoteNoteNoteNote

・ メインメニューにて「Adapter Basic Diagnostics」以外の項目を選択し，何らかの設定を変
えてしまうと，ETHERNETボードが正常に動作しなくなるおそれがあります。「Adapter
Basic Diagnostics」以外の項目は選択しないように注意してください。

・ Loopback Mode Testing項目は 30秒から 1分ほど時間がかかります。

2. 正面パネルの Remoteキーが「ESC」に，M/kキーが「F1」にそれぞれ対応しています。自己
診断を終了するには Remoteキーを押してください。

自己診断により異常が検出された場合は，本取扱説明書の巻末に記載の最寄りの支社，支店，営業所も

しくは代理店へご連絡ください。
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B. 3 comCEと記述されている場合

図図図図 2222----13131313　自己診断メインメニュー画面　自己診断メインメニュー画面　自己診断メインメニュー画面　自己診断メインメニュー画面

1. 画面上のメニューより「Test」を選択して，Enterキーを押してください。次に「Run Tests」
を選択して，Enterキーを押してください。自己診断画面に移ります。

図図図図 2222----14141414　自己診断画面　自己診断画面　自己診断画面　自己診断画面

2. 画面下のメニューより「Start」を選択して，Enterキーを押してください。自己診断が始まり
ます。

3. 自己診断が終わりましたら画面下のメニューより「Cancel」を選択して，Enter キーを押して
ください。メインメニュー画面に戻ります。自己診断を終了するには「Quit」を選択して，Enter
キーを押してください。

自己診断により異常が検出された場合は，本取扱説明書の巻末に記載の最寄りの支社，支店，営業所も

しくは代理店へご連絡ください。
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第第第第 3章　章　章　章　FTP
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3.1 FTPの概要の概要の概要の概要

FTP(File Transfer Protocol)はネットワーク上のホストマシン間でファイルの転送を可能にするプロト
コルです。本オプションでは，FTPを用いたアプリケーションである，FTPクライアントと FTPサー
バーを用意しています。

FTPクライアントは本器とリモートホスト間のファイル転送を可能にし，FTPサーバーは他のユーザが
リモートホストから本器上のファイルにアクセスすることを可能にします。

本章では FTP クライアントと FTP サーバの基本的な使用法について説明します。なお，本章で説明さ
れていない事項に関しましてはオンラインヘルプをご参照ください。

NoteNoteNoteNote

FTP アプリケーションを起動する前に本器の MP1632C の制御アプリケーションを終了してくだ
さい。FTP アプリケーションと制御アプリケーションを同時に起動するとシステムが誤動作する
おそれがあります。
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3.2 FTPクライアントの使い方クライアントの使い方クライアントの使い方クライアントの使い方

3.2.1 FTPクライアント概要クライアント概要クライアント概要クライアント概要

FTP クライアントは本器上のファイルを他のホストマシンへ転送したり，他のホストマシンからファイ
ルを取得するためのWindows用アプリケーションソフトです。本器で測定された測定結果や他のマシン
で用意された設定ファイルなどを転送および取得するために使用します。

FTPクライアントを使用する前に以下の確認をしてください。

 リモートホストとのアクセスが可能であるか再度ご確認ください。ここでは 2.2章でのConfig設定
および，2.3章での Pingも正常に動作していることを前提としています。

 リモートホストを管理するネットワーク管理者を通じて，以下の事項を確認してください。

1. リモートホストに，本器からのアクセスに対する有効なアカウントかあるか。またそのアカウ
ントに与えられている権限は，これから行うファイル操作を満たしてるものか。

2. リモートホストの IPアドレス，公式なホスト名，あるいは別名(Alias)

3. リモートホストに FTPサーバーが起動されているか。Open VMSやUNIXといったオペレー
ティングシステムでは常に FTPサーバーが起動されています。

 リモートのオペレーティングシステムにおけるファイル構造，ファイル命名規則についてご確認く

ださい。

3.2.2 FTPクライアントの操作クライアントの操作クライアントの操作クライアントの操作

1. プログラムマネージャより，「PathWay Access 」グループを開いてください。

図図図図 3333----1111　　　　PathWay AccessPathWay AccessPathWay AccessPathWay Accessグループグループグループグループ



20

2. FTPアイコンをダブルクリックしてください。FTPウインドウが開きます。

図図図図 3333----2222　　　　FTPFTPFTPFTPウインドウウインドウウインドウウインドウ

FTPウインドウの上段には本器のローカルファイルが表示され，下段にはリモートシステム上
のファイルが表示されます。

ディレクトリやファイルの表示方法はWindows®に準じています。Windows®の標準的な操作
方法により，ディレクトリやファイル選択の操作を行うことができます。

FTPウインドウの構成は下表のとおりです。

表表表表 3333----1111　　　　FTPFTPFTPFTPウインドウの構成ウインドウの構成ウインドウの構成ウインドウの構成

ボタン／フィールドボタン／フィールドボタン／フィールドボタン／フィールド 詳細詳細詳細詳細

FTPメニューバー 実行可能なコマンドメニューを表示します。個々のメニュー項目のクリックによ

り，設定画面が開きます。本書では，すべてのメニュー機能についての詳細は記述

しておりません。個々の機能に関する詳細はオンラインヘルプをご参照ください。

オンラインヘルプはHelpメニューのクリックにより開きます。
ツールバー 2 つのリストボックス（本器のローカルドライブの切り替えリストと FTP

Commands リスト）および数種類のアイコンを用意しています。アイコンは頻繁
に使用する機能に対応したボタンになっておりボタンをクリックすると対応機能

を実行します。

Toolbarの表示／非表示がメニューバーの Viewの Toolbarオプションにより設定
可能です。詳細は「3.2.3 The FTP」をご参照ください。

Local :
　リストボックス

ローカルホスト（本器）上で現在選択されているドライブとディレクトリパスを表

示します。右端にあるスクロール（矢印）ボタンをクリックすることで，過去に選

択したドライブおよびディレクトリパスを選択することもできます。
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表表表表 3-13-13-13-1　　　　FTPFTPFTPFTPウインドウの構成ウインドウの構成ウインドウの構成ウインドウの構成（続き）（続き）（続き）（続き）

ボタン／フィールドボタン／フィールドボタン／フィールドボタン／フィールド 詳細詳細詳細詳細

Local:フィールド ローカルホスト（本器）上で現在選択されているディレクトリ以下の階層のディレ

クトリツリーおよびファイルリストを表示します。ファイル名をクリックするとそ

のファイル名が反転表示します。反転表示したファイルがファイル転送(Transfer)
や削除(Delete)，ファイル名変更(Rename)操作の対象ファイルとなります。

Remote:
　リストボックス

リモートホスト上で現在選択されているドライブとディレクトリパスを表示しま

す。右端にあるスクロール（矢印）ボタンをクリックすることで，過去に選択した

ドライブおよびディレクトリパスを選択することもできます。

Remote:
　フィールド

リモートホスト上で現在選択されているディレクトリ以下の階層のディレクトリ

ツリーおよびファイルリストを表示します。ファイル名をクリックするとそのファ

イル名が反転表示します。反転表示したファイルがファイル転送(Transfer)や削除
(Delete)，ファイル名変更(Rename)操作の対象ファイルとなります。

Status:
　フィールド

現在の FTPアプリケーションの状態を表示します。

表示例は下記のとおりです。

Ready ファイル転送の指示待ちの状態です。

ASCII ASCII転送モードに設定されています。

Binary バイナリ転送モードに設定されています。

Filter Only files having attributes you specify are displayed this
option is on.

Doc type Doc typeがONに設定されています。

Ext. Trn File extension will be translated when this option is on.

Statusフィールドの表示／非表示はメニューバーのViewの Status Barオプショ
ンにより設定可能です。
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3.2.3ツールバーツールバーツールバーツールバー

下記にツールバー上のリストボックスおよびボタンに対応する機能に説明します。

表表表表 3333----2222　　　　FTPFTPFTPFTPツールバーツールバーツールバーツールバー

ボタンまたはリストボックスボタンまたはリストボックスボタンまたはリストボックスボタンまたはリストボックス 詳細詳細詳細詳細

Local drive
　リストボックス

Localフィールドに表示するドライブを切り替えます。

本ボタンはメニューバーのActions--Change local driveに対応します。

NoteNoteNoteNote : Dドライブは仮想メモリ専用のドライブのため，ユーザが使用すること
はできません。

Transfer

          

選択されているファイル（複数ファイル選択可）のファイル転送を行います。

ファイルが選択されていない状態ではボタンがグレー色になっておりクリッ

クは無効です。

本ボタンはメニューバーのActions—Transfer に対応します。

ASCII

          

ASCII（テキスト）ファイル転送モードに設定します。転送時に改行コードの
変換を行います。

本ボタンのクリックによりすべてのファイルを ASCII ファイルとして転送し
ます。ただしDoc type by extension（Defaultsメニュー）から開く Set DOC
Extension Type ダイアログボックスで Activate Doc Type が ON の場合は
BINARY で指定されている拡張子のファイルはバイナリファイルとして転送
します。

本ボタンはメニューバーのDefaults—ASCII に対応します。

Binary

          

バイナリ ファイル転送モードに設定します。キャラクタは転送されません。
オリジナルのフォーマットのまま転送します。

本ボタンのクリックによりすべてのファイルをバイナリファイルとして転送

します。ただしDoc type by extension（Defaultsメニュー）から開く Set DOC
Extension Type ダイアログボックスで Activate Doc Type が ON の場合は
ASCIIで指定されている拡張子のファイルは ASCIIファイルとして転送しま
す。

本ボタンはメニューバーのDefaults—BINARYに対応します。

New Session

          

FTPセッションの新規作成を行います。本ボタンのクリックで FTP Loginウ
インドウが表示されます。他のセッションが動作中でも新規セッションが作成

可能です。新しいセッションのウインドウは，現在接続しているセッションの

ウインドウの上に表示されます。

本ボタンはメニューバーの File —Newに対応します。

File ... Save(As)

          

セッションの設定をファイルに保存します。

本ボタンはメニューバーの File —Save As...に対応します。

File ... Open

          

保存されているセッションファイルを開きます。

本ボタンはメニューバーの File —Openに対応します。

Stop

          

現在動作中の機能を中断します。

本ボタンはメニューバーのActions —Stopに対応します。
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表表表表 3333----3333　　　　FTPFTPFTPFTPツールバーツールバーツールバーツールバー（続き）（続き）（続き）（続き）

ボタン　またはボタン　またはボタン　またはボタン　または

リストボックスリストボックスリストボックスリストボックス

詳細詳細詳細詳細

Delete

          

選択されているファイル（複数ファイル選択可）削除します。

本ボタンはメニューバーのActions — Deleteに対応します。

FTP commands
      リストボックス

ローカルおよびリモートシステム上のファイルやディレクトリを操作するため

の FTPコマンドを選択します。
FTPコマンドの詳細はオンラインヘルプの"FTP Command Reference"をご参
照ください。
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3.2.4セッションの新規作成セッションの新規作成セッションの新規作成セッションの新規作成

新しいセッションを作成します。:

1. メニューバーの File--Newを選択してください。FTP Loginダイアログボックスが開きます。

 図図図図 3333----3333　　　　FTP LoginFTP LoginFTP LoginFTP Loginダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス

2. 設定は下記のとおりです。:

表表表表 3333----4444　　　　FTP LoginFTP LoginFTP LoginFTP Loginダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス

項目項目項目項目 詳細詳細詳細詳細

Host Name:
　フィールド

接続するリモートホストの IPアドレス，公式なホスト名，あるいは別名(Alias)
を入力します。（またはリストボックスから選択します。）

リストボックス リストに表示される公式なホスト名，あるいは別名(Alias)をホスト名として選
択します。

User name:
　フィールド

リモートホストに接続するためのユーザ名または IDを入力します。

Password::フィール
ド

リモートホストに接続するためのパスワードを入力します。

Account::フィールド 必要に応じてアカウントネームを入力します。本設定の要／不要は接続するリモ

ートホストに依存します。本設定はネットワーク管理者にご相談ください。

Host Operating
System
チェックボックス

リモートホストのオペレーティングシステム（UNIX, OpenMVS, DOS, VM,
Mac, or Other）を選択します。

Cancelボタン セッションを開始せずにダイアログを閉じます。

Connectボタン リモートホストへ接続します。リモートホストへの接続が完了すると FTPウイ
ンドウの内容が更新されます。
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NoteNoteNoteNote

リモートホストに接続後，リモートホストに対して何の操作も行わない場合は接続先の FTP サー
バが接続をクローズします（クローズされるまでの時間は接続先の FTP サーバに依存していま
す）。このような状況になっても FTPクライアントは再接続の動作をせずに繰り返し FTPサーバ
にアクセスしようとします。この結果，約 3分間は何の操作も受け付けなくなり，その後警告メッ
セージが表示されます。この現象が発生した場合はメニューバー File-- Disconnect Sessionを選
択して現在のセッションをいったん終了し，再度セッションを接続してください。

3.2.5ファイル操作ファイル操作ファイル操作ファイル操作

セッション稼働中はメニューバーのActionsにあるさまざまな機能が実行可能になります。
Actionsメニューの詳細は下記のとおりです。

表表表表 3333----5555　　　　Actions Actions Actions Actions メニューの詳細メニューの詳細メニューの詳細メニューの詳細

項目項目項目項目 詳細詳細詳細詳細

Transfer 選択されたファイル（複数ファイル選択可）を転送（コピー）します。

Delete 選択されたファイル（複数ファイル選択可）を削除します。

Rename 選択されたファイル（複数ファイル選択可）のファイル名を変更します。

Refresh ファイルリストの表示を更新します。ファイル転送や名前の変更あるいは削除に

より現在のファイルリストが変更された場合に最新の情報に更新します。

Stop 実行中の動作をキャンセルします。

ファイル転送中にキャンセルした場合には転送中のファイルの一部が転送先ホス

トに残ることがあります。

FTP command FTPコマンドを実行します。コマンド入力用の画面がオープンします。
FTPコマンドの詳細はオンラインヘルプの"FTP Command Reference"をご参照
ください。

Change local drive ローカルドライブを変更します。ローカルドライブ選択画面がオープンします。

ファイル転送手順ファイル転送手順ファイル転送手順ファイル転送手順（転送時にファイル名を変更しない場合）（転送時にファイル名を変更しない場合）（転送時にファイル名を変更しない場合）（転送時にファイル名を変更しない場合）::::

1. メニューバーの Defaults から転送するファイルのファイルフォーマット(ASCII or Binary)を
選択します。

ASCII ワープロファイル，プログラムソースコードなどを転送する場合に選択します。

ASCII,または“text,”ファイルをコピー先のホストで扱えるフォーマットに自動的に変換
します。

Binary 実行ファイルやグラフィックファイルなどを転送する場合や改行コードの変換が不要な

場合に選択します。フォーマット変換は一切行いません。bit-by-bitでファイルを転送し
ます。
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2. ファイルを受け取る転送先のディレクトリを選択します。転送先または転送元のディレクトリ
の変更は FTPウインドウのリストボックスで選択します。ドライブを変更する場合はリストボ
ックスの左上をクリックします。

3. 転送するファイルを選択します。複数のファイルを選択する方法は下記のとおりです。（外付
けのキーボードが必要です。）

 Ctrlキーを押しながらファイルをマウスまたはタッチスクリーンで 1つずつ選択します。
 Shift キーを押しながらリストボックス上に連続して表示されているファイル群を一括で
選択します。

 

4. メニューバーの Actions --Transferを選択します。

ファイル転送手順ファイル転送手順ファイル転送手順ファイル転送手順（転送時にファイル名を変更する場合）（転送時にファイル名を変更する場合）（転送時にファイル名を変更する場合）（転送時にファイル名を変更する場合）::::
1. 選択したファイルをダブルクリックします。Local/Remote Quick Actダイアログボックスがオ

ープンします。

図図図図 3333----4444　　　　Local Quick Act Local Quick Act Local Quick Act Local Quick Act ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス

Local Quick Actでは Put, Rename, Delete, Cancel, or Local copyが実行可能です。
Remote Quick ActではGet, Rename, Delete or Cancel が実行可能です。

2. ダイアログボックス上で新しいファイル名を入力し，Putまたは Getをクリックします。
Promptオプション（メニューバーの Option--Prompt）が ON(デフォルトは ON）の場合でか
つ，転送しようとしたファイル名と同じファイル名が転送先に存在する場合は転送するファイ

ルで既存のファイルを置き換えるかの確認メッセージが表示されます。

FTPウインドウの左下に表示されるステータスフィールドには転送中のバイト数が kByte単位
で表示されます。
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ファイル名の変更ファイル名の変更ファイル名の変更ファイル名の変更

1. ファイル名を変更するファイルを選択します。

2. メニューバーの Actions--Renameをクリックします。Rename Local File / Rename Remote
Fileダイアログボックスがオープンします。

図図図図 3333----5555　　　　Rename Local File Rename Local File Rename Local File Rename Local File ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス

3. 新しいファイル名を入力し OKボタンをクリックします。

ローカルローカルローカルローカル（本器）またはリモートホスト上のファイルの削除（本器）またはリモートホスト上のファイルの削除（本器）またはリモートホスト上のファイルの削除（本器）またはリモートホスト上のファイルの削除

 ローカルまたはリモートホスト上のファイルを選択（複数ファイルの選択可）し，メニューバ

ーの Actions --Deleteを選択します。
Promptオプション（メニューバーの Option--Prompt）が ONの場合は Confirm Deleteダイ
アログがオープンします。Yes のクリックまたは Enter キーを押すことでファイルを削除しま
す。

Promptオプションが OFFの場合は削除の確認ダイアログは表示されません。
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ファイル転送の中断ファイル転送の中断ファイル転送の中断ファイル転送の中断

1. メニューバーの Actions--Stopをクリックします。

 Actions--Transferの選択，ツールバーの transfer（矢印）ボタンのクリック，または getgetgetget, putputputput,
recvrecvrecvrecv, sendsendsendsend, agetagetagetaget, aputaputaputaput, bgetbgetbgetbget, bputbputbputbput, mgetmgetmgetmgetや mputmputmputmputの FTP Commandによりファイル転送を開
始します。

NoteNoteNoteNote

ファイル転送中に中断した場合は転送しようとしたファイルの一部が転送先のホストに残る

場合があります。

2. 複数のファイルを転送時に，ある特定のファイルの転送を中断したい場合は Confirm File
Transferダイアログで Noを選択します。

NoteNoteNoteNote

Prompt オプション（メニューバーの Option--Prompt）が OFF の場合は Confirm File
Transferダイアログを表示せずに選択されたすべてのファイルを転送します。

転送先ディレクトリの変更転送先ディレクトリの変更転送先ディレクトリの変更転送先ディレクトリの変更

転送先ディレクトリの変更は，ディレクトリリストボックスまたは FTP Commandによって変更します。

 ディレクトリリストの場合は目的のディレクトリが表示されるまでリストをクリックします。

 FTP Commandの場合は cd [cd [cd [cd [rdir]rdir]rdir]rdir]または lcd [lcd [lcd [lcd [ldir]ldir]ldir]ldir] と入力するか，またはプルダウンメニューから
cd [cd [cd [cd [rdir]rdir]rdir]rdir]または lcd [lcd [lcd [lcd [ldir]ldir]ldir]ldir]コマンドを選択します。

 NoteNoteNoteNote

メニューバーのOption -- Auto refreshがOFFの場合はファイルリストを表示更新するため
にAction--Refreshを選択する必要があります。
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3.2.6スクリプトファイルの動作スクリプトファイルの動作スクリプトファイルの動作スクリプトファイルの動作

FTP スクリプトファイルはテキストエディタで作成できるテキストファイルです。このファイルには
FTP Commandメニュー（またはオンラインヘルプの FTP Command Referenceをご参照ください）
で表示されるあらゆる FTPコマンドを記述することができます。一行につき一つのコマンドを記述する
必要があります。

スクリプトファイルの実行はメニューバーの Scriptを選択します。Scriptの詳細は下記のとおりです。

表表表表 3333----6666　　　　ScriptScriptScriptScriptメニューの詳細メニューの詳細メニューの詳細メニューの詳細

項目項目項目項目 詳細詳細詳細詳細

Run 選択されているスクリプトファイルを実行します。

Select 実行するスクリプトファイルを選択します。メニューバーの Script--Select を選
択します。Select Script Fileダイアログボックスが表示されますので，リストボ
ックスからスクリプトファイルを選択するかファイル名を入力し OKボタンをク
リックします。

Edit スクリプトファイルを編集します。

Auto run on init .ftファイル（セッション設定ファイル）の読み込み時に選択されているスクリプ
トを自動実行します。この設定はONまたはOFF状態が選択ごとに反転します。

3.2.7セッション設定の保存セッション設定の保存セッション設定の保存セッション設定の保存

メニューバーの File--Save を選択します。またはメニューバーの File--Exit 選択時に表示される Save
ChangesダイアログボックスでYesボタンをクリックします。この後，保存するファイル名とディレク
トリを入力するダイアログが表示されます。

保存するファイルの拡張子はデフォルトで.ftが表示されますが，別の拡張子に変更することも可能です。

3.2.8セッションファイルのオープンセッションファイルのオープンセッションファイルのオープンセッションファイルのオープン

保存されているセッションファイルをオープンするには：

1. メニューバーの File--Openを選択します。

 または

 ツールバーの File..Openボタンをクリックします。

デフォルトディレクトリ内の拡張子が.ft であるセッションファイルがリストに表示されます。

2. オープンするファイルを選択します。

3. Connectボタンをクリックします。

4. 接続に成功すると File Transferダイアログボックスが表示されます。

Fileメニューには以前に選択された.ftファイルのリストが表示されますので，そのファイルを選択して
オープンすることも可能です。



30

3.2.9複数セッションのオープン複数セッションのオープン複数セッションのオープン複数セッションのオープン

オープン可能なセッション数の限度は利用可能なメモリ量に依存します。

セッションがすでにオープンしている状態で，新たに別のセッションを追加するためにはメニューバー

の Fileからの下記のどちらかを選択します。:

 New
 Open

FTP Loginダイアログボックスが表示された場合の操作は「3.4.2セッションの新規作成」をご覧くださ
い。セッションを切り替えるには，アクティブにしたいセッションの FTPウインドウ画面をクリックし
ます。

3.2.10セッションファイルの編集セッションファイルの編集セッションファイルの編集セッションファイルの編集

メニューバーのEdit--FT documentの選択により，選択した.ftファイルを編集し，保存されているユー
ザネームやパスワードまたは他の設定を変更することが可能です。

1. メニューバーの Edit--FT documentを選択します。Edit an FT Documentダイアログボックス
がオープンしますので編集するファイルを選択し，OKボタンをクリックします。
デフォルトディレクトリ(C:＼PATHWAY)に.ft ファイルが存在しない場合はドライブの変更や
ディレクトリの変更または File name入力フィールドの Type を変更し，セッションファイル
を選択してください。OK.ボタンをクリックすると FTP Loginウインドウがオープンします。

2. 必要な設定を変更してください。

3. Saveまたは Save Asをクリックしてください。

メニューバーのEdit-- Auto save on exitをONに設定することによりセッションのクローズ時に自動的
に FTPセッションを保存します。

3.2.11セッションのクローズセッションのクローズセッションのクローズセッションのクローズ

メニューバーの File--ExitまたはDisconnectの選択により，セッションをクローズします。この操作に
より，すべての接続をクローズし，リモートホストと切断します。FTPウインドウもクローズします。

下記のいずれかの操作により，セッションがクローズします。

 FTPウインドウの左上にあるコントロールメニューボックスからCloseを選択する。

 メニューバーの File--Exitを選択する。

 メニューバーの File-- Disconnectを選択する。

 セッションが File--New によりオープンしていた場合またはセッションの設定が変更されていた場合に
はセッションの保存を確認する警告メッセージが表示されます。
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3.3 FTPサーバの使い方サーバの使い方サーバの使い方サーバの使い方

FTPサーバアプリケーションは本器を FTPサーバにするアプリケーションであり，ネットワーク上の他
のユーザが本器からファイルコピーを行うことまたは本器へのファイルコピーを行うことが可能となり

ます。本器を FTPサーバとして動作させるには，FTPサーバアプリケーションを起動し，本器にログイ
ンするネットワーク上の他のユーザに関する各種パラメータの設定を行う必要があります。また，FTP
サーバアプリケーションをアイコン状態で起動するか，またはウインドウをオープンした状態で起動す

るかを必要に応じて選択可能です。ウインドウがオープンした状態で起動している場合は他のユーザの

本器へのログインまたはログアウトの状況を表示します。

ユーザ ID単位のアクセス権を設定することにより，本器に対するすべての FTPアクセスを完全な管理
下に置くことが可能となります。設定可能なアクセス権は下記のとおりです。

 アクセス可能なディレクトリの設定

 リード／ライトに関する設定

 パスワードの設定。（パスワードを必要としない設定も可能。）

また，FTP サーバは他のユーザからのアクセス状況をモニタしています。他のユーザが本器にログイン
した場合には FTPサーバウインドウ内にアイコンが表示されます。このアイコンをオープンするとセッ
ションのアクセス記録が表示されます。FTPセッションが動作中にログをモニタすることもできますし，
後でその結果を見直すこともできます。

さらに現在稼働中の FTP セッションを切断することなく，ファイル転送サービスの ON/OFF が設定可
能です。

3.3.1 FTPサーバの起動サーバの起動サーバの起動サーバの起動

FTPサーバを下記の手順で起動します。

1. プログラムマネージャより，「PathWay Access」グループを開いてください。

図図図図 3333----6666　　　　PathWay AccessPathWay AccessPathWay AccessPathWay Accessグループグループグループグループ

2. FTP Serverアイコンをダブルクリックします。サーバアイコンがWindowsディスクトップに
表示されます。

NoteNoteNoteNote

デフォルトの設定では，FTPサーバは最小化状態（アイコンで表示）で動作します。
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3. ディスクトップ上のアイコンのダブルクリックします。FTP Serverウインドウがオープンしま
す。

図図図図 3333----7777　　　　FTP ServerFTP ServerFTP ServerFTP Serverウインドウウインドウウインドウウインドウ

4. メニューバーの File--User Setup...を選択します。User Setupダイアログボックスがオープン
しますので，サービスを許可する usernamesの設定を行います。（詳細は次節をご参照くださ
い。）

5. ユーザリストの設定が完了したら Exitボタンをクリックし User Setupダイアログボックスを
終了します。

6. FTP Serverウインドウのステータスバーの表示が「Service ON」に変化していることをご確
認ください。「Service OFF」の場合にはメニューバーの Options--Service Onを選択してくだ
さい。

7. FTPサーバに対するアクセス状況の確認が不要な場合は FTP Serverウインドウをアイコン化
することも可能です。必要な場合は FTP Serverウインドウをオープンのままご使用ください。

3.3.2 FTP Serverウインドウの設定ウインドウの設定ウインドウの設定ウインドウの設定

FTP Serverウインドウは，オープンした直後はメニューバーが表示されるだけの画面となっております。
FTPサーバの管理機能はすべて FTP Serverウインドウのメニューバーから設定します。
メニューバーの詳細は下記のとおりです。
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表表表表 3333----7777　　　　FTPFTPFTPFTPサーバメニューコマンドサーバメニューコマンドサーバメニューコマンドサーバメニューコマンド

メニュー名称メニュー名称メニュー名称メニュー名称 コマンドコマンドコマンドコマンド 詳細詳細詳細詳細

File User
Setup...

User Setupダイアログをオープンします。本ダイアログボックスで本器
にアクセスするすべての FTPアクセスを管理します。

Exit FTPサービスを終了し，FTPサーバアプリケーションを終了します。
このコマンドの実行により，実行中のすべての FTP セッションを中断
します。 稼働中の FTPセッションを切断せずにサービスを中断する場
合はメニューバーのOptions –Service OnをOFF（チェックを外す）に
してください。

Options Service On ON（チェックする）に設定すると FTPサーバはファイル転送サービス
をONにし，FTPユーザはファイル転送サービスの利用が可能となりま
す。また，FTP Serverウインドウ下部のステータスバーには「Service
ON」が表示されます。

OFF（チェックを外す）に設定する FTP サーバは新たなログインを受
け付けません。また，FTP Server ウインドウ下部のステータスバーに
は「Service OFF」が表示されます。

サービスをOFFにしても稼働中の FTPセッションは切断しません。

Window Minimize on
open

ON（チェックする）に設定すると FTP Serverウインドウはアイコン状
態で動作します。デフォルトはONです。OFF（チェックを外す）に設
定すると FTP Serverウインドウはオープン状態で動作します。

3.3.3ユーザアクセスの管理ユーザアクセスの管理ユーザアクセスの管理ユーザアクセスの管理

FTP サーバの動作中はネットワーク上のすべてのユーザから本器へのアクセスが可能であるため，アク
セスを許可するディレクトリやファイルを管理することが重要です。

ユーザアクセス権の設定の一例を下記に説明します。

 Anonymousまたは guestアクセス：　本器からのファイルコピーのみを許可したアクセスです。
FTP でアクセス可能なディレクトリを制限しかつ read の権利しか与えません。また，ユーザに対
してはログインしたディレクトリのファイルとその下階層のサブディレクトリのみを表示し，ユー

ザは表示されたファイルを自身のシステムにコピーすることしか許されません。

必要に応じてパスワードの設定も可能です。

 User home directoryアクセス：　homeディレクトリを設定してアクセス権を限定したアクセスで
す。このユーザ名でアクセスしたユーザは home ディレクトリ内のファイルの Read および Write
の双方の権利を有し，homeディレクトリ内であればファイルやサブディレクトリの追加や削除を行
うことができます。

一般的にはパスワードを必要とします。

 上記「anonymous」と「home directory」を組み合わせたアクセスも考えられます。

 Superuser アクセス：　特定ユーザ，たとえばシステム管理者などに対して与える制限のないアク
セスです。パスワードは必須です。
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User SetupUser SetupUser SetupUser Setupダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス

メニューバーの FileからオープンするUser Setupダイアログボックスでは，新規 FTPユーザの追加，
既存ユーザの削除やユーザ設定情報の変更を行います。

図図図図 3333----8888　　　　User SetupUser SetupUser SetupUser Setup ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス

インストール直後にこのダイアログボックスを開いたときにはサンプルユーザ名として「anonymous」，
「ftp」および「super」の 3つがセットアップされています。User Listのユーザ名をクリックすると，
そのユーザ名での設定状態を見ることができます。

これらのサンプルユーザ名を削除することもできますし，設定内容を変更することもできます。もちろ

んそのまま使用することもできます（「anonymous」および「ftp」をそのまま使用する場合は対応する
Login Directoryを作成しておく必要があります）。なお，「super」のユーザ名をそのまま使用する場
合には，パスワードを新しいパスワードに変更してご使用ください。

User Setupダイアログボックスの設定に関する詳細は下記のとおりです。

表表表表 3333----8888　　　　User SetupUser SetupUser SetupUser Setup ダイアログボックスの設定ダイアログボックスの設定ダイアログボックスの設定ダイアログボックスの設定(1/3)(1/3)(1/3)(1/3)

項目項目項目項目 詳細詳細詳細詳細

User List 登録されている FTPユーザ名のリストです。Usernameフィールドで任意の
ユーザ名を入力することでユーザ名を追加します。また既存のユーザ名を選択

すると現在の設定状態を表示します。

Usernameフィールド 新規のユーザ名を入力します。またUser Listに表示されている既存ユーザ名
のクリックによりそのユーザ名を表示します。

Passwordフィールド パスワードの設定または変更を行います。入力したパスワードは表示されず，

代わりにアスタリスク（＊）をパスワードの文字数分だけ表示します。

パスワードの設定が不要な場合（たとえば「anonymous」や「guest」）は空
白（アスタリスクが表示されない）状態のままで何も入力しません。
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表表表表 3-3-3-3-8888　　　　User SetupUser SetupUser SetupUser Setup ダイアログボックスの設定ダイアログボックスの設定ダイアログボックスの設定ダイアログボックスの設定(2/3)(2/3)(2/3)(2/3)

項目項目項目項目 詳細詳細詳細詳細

User login
　チェックボックス

Allow only one login at a time：
ON（チェック状態）に設定することで，選択されているユーザ名でのログイ
ンは同時に 1ユーザしか許可しません。この機能により，たとえば「super」
のユーザでのアクセスは同時に 2 人以上アクセスできないようにすることが
可能になります。

Retain login without on logout for inspection：
ON（チェック状態）に設定することで，セッション終了後にもログウインド
ウを保持します。この機能により，FTPセッションの記録を保持し，後で記録
を見直すことが可能になります。

Login Directory
　フィールド

選択されているユーザのログイン時のカレントディレクトリを設定または変

更します。また，ユーザからのReadまたはWriteアクセスをログインディレ
クトリ内のファイルに限定することも可能です。Read アクセスに関する制限
およびWriteアクセスに関する制限も設定可能です。この制限を有効にするた
めには，Read PrivilegeまたはWrite Privilege選択エリア内の Limit to the
login directoryを選択します。

Browse... ボタン Login Directoryを選択するための Browseダイアログボックスをオープンし
ます。選択したディレクトリパスが Login Directoryフィールドに設定されま
す。

Read / Write Privilege
選択エリア

ユーザからのファイルアクセス権のレベルを選択します。アクセス権のレベル

に対応した項目をクリックして選択します。

－  Read privileges 選択エリア：リードアクセス（本器からユーザのシステ
ムへのファイル転送）に関するアクセス権の設定を行います。

－  Write privilege選択エリア：ライトアクセス（ユーザのシステムから本器
へのファイル転送およびディレクトリの追加，ファイルまたはディレクト

リの削除）に対するアクセス権の設定を行います。

－  All：すべてのアクセス権を与えます。

－  Limit to the login directory：Login Directoryフィールドで指定したログ
イン・ディレクトリ内のファイル（サブディレクトリも含む）についての

アクセス権を与えます。ログイン・ディレクトリ以外のディレクトリにア

クセスすることはできません。

－  None：アクセスを禁止します。

Save as Newボタン 新規のユーザ名およびその設定をUser List.に加えます。Usernameフィール
ドに新しい名前を入力するとボタンが有効になります。

Save as Updateボタン 既存の設定状態を変更した場合に上書き保存します。選択しているユーザ名に

対応する各種設定の変更やユーザ名自体の変更によりボタンが有効になりま

す。
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表表表表 3-3-3-3-8888　　　　User SetupUser SetupUser SetupUser Setup ダイアログボックスの設定ダイアログボックスの設定ダイアログボックスの設定ダイアログボックスの設定(3/3)(3/3)(3/3)(3/3)

項目項目項目項目 詳細詳細詳細詳細

Deleteボタン Username領域に登録されているユーザ名を削除します。
Delete ボタンをクリックすると確認のためのダイアログボックスがオープン
します。Yesのクリックで削除を実行し，Noのクリックでキャンセルします。

Exit ボタン User Setup ダイアログボックスをクローズします。何らかの設定変更を行い
かつ設定を保存していない場合には，確認のためのダイアログボックスがオー

プンします。Yes のクリックで User Setup ダイアログボックスをクローズ
し，Noのクリックでキャンセルします。

新規ユーザの登録新規ユーザの登録新規ユーザの登録新規ユーザの登録

新規ユーザ名の設定手順は下記のとおりです。

1. メニューバーの File--User Setup... を選択します。User Setup ダイアログボックスがオープ
ンします。

2. ユーザ名を設定します。Usernameフィールドに登録するユーザ名を入力します。

3. パスワードを設定します。ログイン時にパスワードを必要とする場合は Password フィールド
にパスワードを入力します。パスワードが不要な場合は Passwordフィールドは空白にします。

 NoteNoteNoteNote

入力したパスワードは表示されず，代わりにアスタリスク（＊）をパスワードの文字数分だけ

表示します。

 

4. ログインディレクトリを設定します。ログイン時のカレントディレクトリのパスを Login
Directory フィールドに入力します。（Browse...ボタンをクリックして Browse ダイアログボ
ックスを開き，そこでパスの指定を行うことも可能です。）

5. アクセス権を設定します。Read PrivilegesおよびWrite Privilegesエリアのチェックボックス
でアクセス権を選択してください。

6. 設定を保存します。Save as Newボタンをクリックしてください。新しいユーザ名が User List.
に表示されます。

7. 別のユーザを登録する場合は，2から 6の操作を繰り返します。すべての設定が終了したら exit.
ボタンをクリックしてダイアログボックスをクローズします。
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登録済みユーザの削除登録済みユーザの削除登録済みユーザの削除登録済みユーザの削除

1. メニューバーの File--User Setup... を選択します。User Setup ダイアログボックスがオープ
ンします。

2. 削除するユーザ名を選択します。User Listに表示されているユーザ名の中から削除するユーザ
名を選択します。Usernameフィールドに選択したユーザ名が表示されます。

3. Deleteボタンをクリックします。削除の確認のメッセージが表示されます。

4. 削除する場合は Yes ボタンをクリックします。キャンセルする場合は No ボタンをクリックし
ます。

5. 別のユーザを削除する場合は 2.から 4.を繰り返します。すべての設定が終了したら exitボタン
をクリックしてダイアログボックスをクローズします。
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3.3.4 FTPサービスの管理サービスの管理サービスの管理サービスの管理

ユーザからのアクセス権を管理することに加え，モニタ機能を使って FTPサービスを管理することがで
きます。

サービスの制御サービスの制御サービスの制御サービスの制御

ネットワーク上の他のユーザが本器からのファイルを転送行うためには，FTP サーバープログラムが実
行されており，なおかつ FTPサービスがONに設定されていなければなりません。FTP Serverウィン
ドウで，FTPサービスの制御を設定することができます。

 To tun service on

 Options メニューから Service On を選択してください。ウィンドウ下部にあるステータスバーに
"Service ON,"が表示されます。

 

 To tun service off

 Optionsメニューから Service Onを選択してチェックを外してください。これにより，以降の外部
からのアクセスは拒否されますが，その時点で行われているサービスには影響はありません。ステ

ータスバーには "Service OFF."と表示されます。

 

 

サービス利用状況の監視サービス利用状況の監視サービス利用状況の監視サービス利用状況の監視

 

本器に FTP Serverを通じて行われるファイル転送状況を監視することができます。また，ファイル転送
状況をログとしてファイルの保存しておくことができます。

現在実行中のファイル転送を監視するためには下記の手順を行ってください。

1. FTP Serverウィンドウを開いて，表示されているユーザアイコン全員分が見えるようにウィン
ドウサイズを調整します。

ユーザが本器にログインしていると FTP Server ウィンドウにアイコンが表示されます。アイ
コンには以下の事項が表示されています。

 ユーザ名

 クライアントコンピュータの IPアドレス

2. ログイン中のユーザの挙動を見るためには，見たいユーザのアイコンをダブルクリックしてく
ださい。

3. アイコンはユーザがログアウトするまでの間，あるいはタイムアウトするまでの間表示され続
けます。（あるユーザが 30 分間何の操作も行わないでいると，FTP サーバーは自動的にその
ユーザとの接続を遮断し，アイコンを消します。）

閉じてしまったセッションのログを後から見るためには，ユーザ登録時に設定を行います。ユーザプロ

ファイル設定時にRetain login window on logout for inspectionをチェックしてください。そのユーザ
が FTPセッションを終了した後もユーザアイコンが表示されたままになります。アイコンをダブルクリ
ックしてユーザのセッションログを表示してください。
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第第第第 4章　ソフトウェアのリカバリー方法章　ソフトウェアのリカバリー方法章　ソフトウェアのリカバリー方法章　ソフトウェアのリカバリー方法
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4.1 概　要概　要概　要概　要

測定器本体に組み込まれているオペーレーティングシステムや各種制御アプリケーションに加えて，本

オプションはネットワークドライバなどのソフトウェアにより制御されています。測定器をご使用の際

に何らかの原因でハードディスクドライブが故障したり，ファイル操作の間違いなどにより，上記ソフ

トウェアの一部が壊れると，本体の機能を含めてネットワーク機能が正しく機能しなくなることがあり

ます。

このようなことが起こった場合は，本オプションに添付の Installation Diskを使用して，ソフトウェア
をリカバリーする必要があります。

本オプション添付の Installation Diskでは，イーサーネット機能に関係するソフトウェアのみリカバリ
します。イーサーネット機能以外にソフトウェア障害がある場合のリカバリについては，本章で説明す

る手順を行う前に，本体側のリカバリを済ませる必要があります。本体側のソフトウェアリカバリ手順

については，MP1632Cの取扱説明書「ソフトウェアをリカバリーするには」を参照ください。

NoteNoteNoteNote

・ ソフトウェアをリカバリーすると，「2.2.2設定手順」で行ったネットワーク設定や，FTPクラ
イアントで保存したセッション設定ファイルが失われます。これらのバックアップを取ることを

お勧めします。

・ Installation Diskを測定器本体以外の機器（パーソナルコンピュータなど）で使用しないでくだ
さい。ソフトウェア使用の際の契約違反となります。
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4.2 リカバリーの手順リカバリーの手順リカバリーの手順リカバリーの手順

本オプションのソフトウェアのリカバリを行う前に，Windows®および，測定器本体の制御アプリケー
ションが正常に動作している状態であることを確認してください。正常に動作していない場合は，本体

添付の取扱書を参照して本体側のソフトウェアをリカバリしてください。

1. 本体の制御アプリケーションを，Fileメニューから Exitを選択して終了してください。

2. 以下の手順に従って，Program Manager以外のWindowsアプリケーションをすべて終了して
ください。

(1)  画面上の壁紙（ウィンドウが表示されていない場所）をダブルクリックして，Task List
ダイアロゴボックスを開いてください。

図図図図 4444----1111　　　　Task ListTask ListTask ListTask Listダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス

(2)  リスト中の閉じるべきアプリケーションをクリックし，反転してください。

(3)  End Taskボタンを押してください。

(4)  (2)から(3)を繰り返して「Program Manager」以外のアプリケーションを終了してくださ
い。

3. 本体のフロッピーディスクドライブに，Installation DISK No.1を挿入してください。

4. Program Managerの Fileメニューから Runを選択してください。ダイアログボックスが開か
れますので，Command Lineテキストボックスに「A:＼SETUP.EXE」を入力して OKボタン
を押してください。

5. ソフトウェアのリカバリが始まりますので，画面の指示に従ってフロッピーディスクを差し替
えてください。

6. リカバリが終了するとメッセージが表示されますので OK ボタンを押してシステムを再起動し
てください。
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